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Ⅰ．弘前大学大学院保健学研究科心理支援科学専攻（修士課程）について 
1．基本理念 

保健学は，人間を身体的・精神的・社会的に全人的な存在としてとらえ，人々の健康につ

いて探求し，健康と福祉の向上に寄与する学問領域です。弘前大学大学院保健学研究科心理

支援科学専攻（修士課程）では，心理学の領域における教育と研究を通して，その成果を社

会に還元することにより，人類の心身の健康と福祉の向上に寄与することを基本理念とし

ます。 

 

2．教育目標 

①高度な専門知識・技術を持つ人材の育成 

心理支援科学に関する実証に基づく高い専門的知識及び技能を有し，それを柔軟に活

用する力を持つ心理支援職を育成します。 

②多職種連携によるチームアプローチを実践できる人材の育成 

多領域の専門職との連携によるチームアプローチを実践できる心理支援職を育成しま

す。 

③地域で活躍する心理支援職の育成 

地域社会における課題を発見し，地域連携のリーダーとして解決に導くための力を有

する心理支援職を育成します。 

④高い倫理観と責任感を持つ心理支援職の育成 

専門職としての高い倫理観と責任感を持ち，生涯に渡り研鑽を積んでいくことができ

る心理支援職を育成します。 

 

3．教育課程の編成・実施 

（１）共通コア科目 

共通コア科目は，医療チームの中で指導的役割を果たせるメディカルスタッフ養

成のための共通した知識の修得及び具体的な修士論文作成に当たっての学際的研

究手法の修得を目的としています。 

（２）専門科目 

専門科目は，公認心理師法施行規則が定める「大学院において必要な科目」と対応

する「理論と支援科目」・「理論と実践科目」・「実習科目」，および本専攻独自の「心

理支援科学特論」・「地域心理支援職セミナー」から構成されます。また，特別研究

科目は，修士論文作成に向けた一貫した指導を目的とします。 

 

4．学位授与の方針 

保健学研究科心理支援科学専攻（修士課程）では，人材養成の観点に立った本研究科の教

育目標に沿って定めた学位授与の方針（ディプロマポリシー）を修得した者に対して学位を
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授与します。 

 

1. 心理支援科学に関する実証に基づく高い専門的知識と技能を有し，それを柔軟に活用

する心理支援の実践力を有すること。 

2. 多領域の専門職との連携によりチームアプローチを実践できる協調性を有すること。 

3. 地域社会における心理学的課題を発見し，地域連携のリーダーとしてその解決に向け

た方法を計画し遂行できる行動力，論理的思考力及び研究能力を有すること。 

4. 専門職としての高い倫理観と責任感に基づき研鑽を重ね続ける生涯学習への態度を有

すること。 

 

5．教育方法と指導体制 

 大学院の教育は，授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する指導によって行われま

す。学生は，入学志願書に記載された希望に基づき，入学時に主指導教員 1 名，副指導教員

1 名が指定されます。学生は，入学から修了までの間，これら指導教員（主指導教員及び副

指導教員）との相談・指導により学修を進めて行くことになります。 

 

Ⅱ．教育カリキュラムについて 
1．修了要件 

 心理支援科学専攻修士課程の修了要件は当課程に 2 年以上在学し，専攻の定める必修科

目である 45 単位を修得することです。このうち心理支援科学特別研究については必要な研

究指導を受けたうえ，学位論文の審査及び最終試験に合格することが必要です。学位論文に

ついては「弘前大学学位規程」を参照してください。 

 

2．授業科目と履修方法 

1) 授業科目について 

 授業科目は，保健学共通コア科目と専門科目（講義，演習，実習及び特別研究）から構

成されます。保健学研究科規程別表は 7～8 ページに示されていますので，参照してくだ

さい。 

 

2) 履修方法について 

 学生は，次に示す所定の単位を修得するとともに，学位論文の審査及び最終試験に合格

することにより，「修士（心理学）」の学位を取得できます。 

 保健学共通コア科目から 4 単位 

 専門科目 33 単位 

 特別研究科目 8 単位 
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【1 単位の修得に要する授業時間】 

  講義・演習：15～30 時間 

  実技・実習：30～45 時間 

  ※「授業時間」については，本学では 1 回の授業時間（90 分）を 2 時間とみなしてい

ます。 

 

3．指導教員 

 学生の研究指導のため，学生ごとに指導教員をおきます。 

 指導教員は学位論文の作成，授業科目の学修・履修，休学，退学，その他在学中の学生生

活等に係る指導・助言を担当します。 

 

4．開講の形態と授業方法 

 授業は原則として月曜から金曜の昼間に開講します。 

 ただし，保健学専攻との共通科目である「保健学連携セミナー」は，夜間の時間帯

に開講される場合がありますので，注意してください。 

 

5．履修科目登録について 

 履修を開始するにあたり，学生は指導教員の指導の下，履修しようとする授業科目を登録

する必要があります。履修登録を行わないまま授業を受けても，単位を修得することはでき

ませんので注意してください。 

1) 履修登録手続き 

 指導教員の指導に基づいて，時間割及び「履修の手引き」に掲載されている修了要

件，履修表を参照し，履修を希望する科目を選んでください。 

 授業担当教員へ，履修について許可を得てください。（都合により，開講曜日・開

講時間の変更や，閉講する場合があります） 

 許可を得た後，定められた期間内に履修登録をしてください。履修登録変更期間を

過ぎてからの追加・取りやめは，原則として認められません。 

 履修登録は，「CAMPUS SQUARE」より WEB 上で行います。詳細については，

大学院保健学研究科 HP 内「大学院生向け資料」の「CAMPUS SQUARE 操作マ

ニュアル」を確認してください。 

 後期分については，後期授業開始前までに学務グループより連絡します。 

 

令和 8 年度前期 

・履修登録期間※新入生ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ終了後：4 月 7 日（火）～4 月 10 日（金）17：00 

・履修登録変更（追加）期間：4 月 13 日（金）～4 月 24 日（金）17：00 

・履修取りやめ期間：4 月 27 日（月）～5 月 1 日（金）17：00  
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・大学院保健学研究科 HP 

https://ghs.hirosaki-u.ac.jp/ 

 

・「CAMPASU SQUARE」WEB サイト 

https://gakujoweb.hirosaki-u.ac.jp/campusweb/ 

 

 

6．成績評価・単位認定 

 成績評価基準  

 授業科目の単位認定は，筆記（口述）試験もしくはレポートにより行います。 

 試験は授業科目担当教員により必要に応じて適宜実施されます。   

 各授業科目の成績は，秀・優・良・可・不可の5種とし，秀・優・良・可を

合格とします。  

 
  

 

 
評 価  秀  優  良  可  不可 

評 点  100点～ 90 点  89点～ 80 点  79点～ 70 点  69点～ 60 点  59点以下 

 

 履修成績に対する異議申立て  

 授業科目の履修成績に異議等があるときは，成績通知開始日を含めて2週間

以内に，保健学研究科学務グループに「授業科目の履修成績に対する質問書」

（様式任意）を提出してください。学務グループから授業科目を担当した教

員（以下「担当教員」という。）に確認します。  

 担当教員に確認した授業科目の履修成績に関する質問書についての説明を

受けても，なお異議があるときは，研究科長に対して，「授業科目の履修成

績に対する異議申立書」を提出することができます。  

 研究科長は，必要に応じて，学事委員会に調査を命じます。  

 学事委員会は，学生及び担当教員から意見を聴取するなどして調査を行い，

その調査結果を，研究科長に報告します。  

 研究科長は，担当教員に対して，授業科目の履修成績に対する異議申立てへ

の回答内容を報告します。  

 研究科長は，学事委員会における調査結果を踏まえ，学生に対して，授業科

目の履修成績に対する異議申立てへの回答を行います。  

 

7．学位論文審査基準  

学位論文は，以下の審査基準により評価を行います。 

１．学位審査論文において，研究テーマにかかわる研究を系統的，かつ過不足なく記述

出来ていること。 
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２．学位審査論文に，当該専門分野における新たな知見や観点が何らかの形（研究方法，

研究結果等）で含まれていること。 

３．申請者が研究内容の意義，結果について十分に理解していることを，学位審査論文

及び学位審査会において的確に示していること。 

 

8．その他 

授業，その他学生に対する連絡は，CAMPASU SQUARE 掲示板及び E-mail 等により

行います。特に弘大メールアドレス（～＠hirosaki-u.ac.jp）への連絡は，見落としがないよ

う注意してください。 

 

Ⅲ．令和８年度保健学研究科学年暦 

 別紙「授業日程」と「授業計画（行事予定）」を参照してください。  
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Ⅳ．研究の進め方について 
弘前大学大学院保健学研究科心理支援科学専攻（修士課程）における研究の教育指導は，

入学時に指定された主指導教員及び副指導教員が担当し，主として「特別研究」科目におい

て展開され，1 年前期から開始されます。入学時から指導教員とよく相談し，早めに研究の

方向性を確認することが大切です。 

 

 

 1．研究活動のマイルストーン 

 

◇ 指導教員と研究の方向性の確認 

◇ 研究課題（第 1 次案－仮テーマ）の決定 

◇ 大まかな研究計画の立案 
◇ 研究準備開始 

◄ 文献探索・收集・批評 
◄ バックグラウンド理解 
◄ 研究課題の絞込み 

◇ 研究課題（第 2 次案－本テーマ）の決定 

◇ 研究計画書の提出 
◇ 研究スタート 
  ◄ データ收集・解析 

◄ 解釈・検討 
◄ 成果評価・要約 
 

◇ 修士論文提出 （1 月上旬） 
◇ 研究発表会  （2 月中旬） 

◇ 修士論文審査・最終試験 

 

  

１
年
次
前
期 

１
年
次
後
期 

２
年
次
前
期 

２
年
次
後
期 
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資料１ 保健学研究科規程別表 

 

心理支援科学専攻修士課程の授業科目，単位数及び年次別配当 

【共通科目】 

区分 授 業 科 目 

単位数 1 年次 2 年次 合
計
単
位 

備 考 必
修 

選
択 

前
期 

後
期 

前
期 

後
期 

保健学共通

コア科目 
保健学連携セミナー 2  2    2 

履修方法 

4 単位修得

すること。 

保健学研究セミナー１ 1   1   1 

保健学研究セミナー２ 1    1  1 

計 4  4  4 

 

【専門科目】 

区分 授業科目 

単位数 1 年次 2 年次 合
計
単
位 

備 考 必
修 

選
択 

前
期 

後
期 

前
期 

後
期 

理論と支

援 

保健医療分野に関する理

論と支援の展開Ⅰ 
2  2    2 

 

保健医療分野に関する理

論と支援の展開Ⅱ 
2   2   2 

 

福祉分野に関する理論と

支援の展開 
2    2  2 

 

教育分野に関する理論と

支援の展開 
2  2    2 

 

司法・犯罪分野に関する理

論と支援の展開 
2    2  2 

 

産業・労働分野に関する理

論と支援の展開 
2   2   2 

 

理論と実

践 

心理的アセスメントに関

する理論と実践 
2  2    2 

 

心理支援に関する理論と

実践 
2   2   2 
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区分 授業科目 

単位数 1 年次 2 年次 合
計
単
位 

備 考 必
修 

選
択 

前
期 

後
期 

前
期 

後
期 

 

家族関係・集団・地域社会

における心理支援に関す

る理論と実践 

2   2   2 

 

心の健康教育に関する理

論と実践 2    2  2 
 

実習 

心理実践実習Ⅰ 2  2    2  

心理実践実習Ⅱ 3   3   3  

心理実践実習Ⅲ 3    3  3  

心理実践実習Ⅳ 2     2 2  

臨床心理

学研究法 

心理支援科学特論 
2    2  2 

 

特別研究

科目 

心理支援科学特別演習 4  4   4  

心理支援科学特別研究 4    4 4  

その他の

専門科目 

地域心理支援職セミナー 
1   1   1 

 

合計 41  12 12 15 2 41 
 

 


